- 



十四 五 歳の 頃、 私 は 陸軍 幼年 学校の 生徒で あつたが、 

そういう 学校へ なぜ はいった か、 その 理由 はこ こで は 

述べない ことにして、 とにかく、 将来 軍人と して 身 を 

立てる 覚悟で、 おおむね ドイツ 式 を 採り 入れた この 学 

校の 寮 生活 をつ づけて いたので ある。 もちろん、 中学 

校 程度の 学課の ほかに、 実 課 (或は 術 科 か) と 称せら 

れる 軍事的な 初歩 訓練が 行われ、 ことに、 訓育と 呼ば 

れる 日常の 生活 規律 は 一 般 兵営の それより は 細かく、 



と、 週番 生徒 監の 入来 を 待った ので ある。 私 は、 この 

時、 ふと、 ある 好奇心の ような ものが 浮び、 それまで 

別に わるい こと をして いたわけ でもなかった が、 突然、 

両肘 を 枕に して ぐっすり 寝込んで いる 風 を 装って みた 

くな つた。 私の 隣席に は、 将来、 士官学校 を 首席で 出 

て、 今度の 戦争で 某 方面の 軍司令官 になった S という 

温厚 謹厳な 生徒が いたが、 私の その 様子 をみ て、 剣の 

音が 聞えない からだと 思い込み、 なんども 肱 をつ、 い 

て くれる ので ある。 相す まぬ が、 おれ は 思う ところ あ 

つて わざと これ を やって いるの だと、 口へ は 出さな か 

つたが、 それと わかる ようにた だうな ずいて みせた。 



はいなかった と 思う が、 しかし、 多少 天 邪鬼と いう 点 

で 人目 を惹 くこと を 快と しない わけではなかった ろう _ 

さう いう 気持で、 実際、 同僚た ちの 眼 を 背後に 感じな 

がら、 私 は、 間もなく 生徒 監 室へ 出かけて 行った。 

「お前 はさつ き 眠って いたの か？」 

「い、 え」 

「自分が はいって 行った こと は 知っていた のだろう」 

「知っていました」 

「どうして すぐに 起きな いんだ」 

「生徒 監 殿が はいって 来られる から 起きて いたよう な 

風 を するとい うこと は 偽善 的な 行為 だと 思います。 そ 



ると、 それ を 公に 口にする もの は 照れ、 それ を 度々 聴 

かされる もの は、 うるさくなる。 

われわれの 「反省」 は、 しばしば、 日本人 独特の r 卑 

下」 のかた ち をと る ことがある。 「反省」 が ある 行為の 

陰で それ を 支える のでな く、 「反省」 がその 行為の 上に 

蔽 いかぶ さるから である。 「反省」 を むきだしに する 



る」 という こと は、 たしかに、 「他人 本位」 の 物の 考え 

方と 云える にはちが いないが、 また それ は 同時に、 r 自 

分 本位」 の 物の 考え方と も 云える ので はなかろう か？ 

つまり、 「人が 自分 をなん と 思う か」 という 懸念が 先に 

たつので あるから、 自分 を 人に 従わせる 結果に はなる 

が、 これが そもそも 神経衰弱の 一 つの 徴候で、 それ は 

何よりも 自分が 大事 だからであって、 自分に さえ 損の 

いくと ころがなければ、 それで 気がすむ という わけで 

ある。 周囲が 自分 を ゆるせば、 誰の 迷惑に なっても、 

それ はかまわず、 また、 周囲の 誰かれ がー 様に やって 

のける ことなら、 自分 もまけ ずに それ を やらなければ 
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